
　「3.8国際女性デー」は、1857
年3月8日にニューヨークで起きた
工場火災で、多くの女性たちが亡くなったことを
受け、3月8日に低賃金・長時間労働に抗議する集
会が開かれたことが起源です。
　その後、国連においてこの日は、「女性の権利と
平等のために闘う記念日」と位置付けられました。
　シンボルの「パン」は賃金・労働条件の向上、
「バラ」は女性の尊厳、人権の確保を表わしていま
す。この「パンとバラ」を掲げ、世界各国で様々な
行動が展開されています。
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米子市議会議員中田 利幸 米子市議会議員伊藤 ひろえ
　連合に結集する組合員のみなさんの日ごろの活動に
対し、心より敬意を表します。
　議員になって4期、この間、安心して働き、「元気」と
「優しさ」を感じる生活の実現を基本に据えて、都市機
能、教育・子育て、地元経済の活性化と雇用など取り組
んできました。
　議員活動以外にも様々な課題をもつ子どもたちとの
スポーツ・武道などの活動にも取り組んでいます。
　さて、議員として誰の立場の代表として課題に取り
組むか、そこが肝心だと思います。まさに、組織内議員
として、危険な国の動向に対し、地方から突き上げる事
が肝心です。何卒、
よろしくお願い申し
上げます。

　本年6月施行予定の米子市議会議員選挙にあたり、昨
年12月、連合鳥取より推薦決定をいただき心より感謝申し
上げます。
　米子市議選においては、子育て支援（保育料の軽減、待
機児童解消）、若者の安定雇用の促進を重点施策として闘
ってまいります。私はDV被害者支援、東北支援、ブナの植
林、中海浄化などの活動を行いながら多くのことを学ばせ
ていただきましたし、素敵な仲間との出会いが私の活力に
なっています。
　これからも、社会的弱者といわれる方々の立場や、市民
の目線に立って「安心して子どもを生み育てられる米子市」
をめざし精一杯の努
力をすることをお誓
いしメッセージといた
します。

　

や
っ
ぱ
り「
行
先
不
透
明
」

　

３
・
11
大
震
災
以
降「
絆
」が
大
切

に
さ
れ
て
き
た
。一方
で「
無
縁
」と
い
う

言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
貧
困

と
格
差
」
が
広
が
っ
た
▼
医
療
、
福
祉
、

教
育
な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ

た
っ
て
、
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

が
崩
れ
、格
差
が
生
れ
、拡
大
し
、貧
困

と
い
う
厳
し
い
現
実
が
取
り
巻
い
て
い

る
▼
格
差
と
貧
困
の
拡
大
を
自
己
責

任
だ
と
し
て
切
り
捨
て
て
、
官
と
民
、

正
規
と
非
正
規
、高
齢
者
と
若
年
層
な

ど
の
間
に
楔
（
く
さ
び
）
を
打
ち
こ
み
、

対
立
を
煽
っ
て
既
得
権
を
奪
い
、
恵
ま

れ
た
環
境
の
人
の
利
益
を
奪
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
わ
ば
下
に
向
か
っ
て
の
平
等

化
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
る
。貧
富
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
生
き
ら
れ

る
者
と
生
き
ら
れ
な
い
者
と
を
振
り
分

け
て
い
く
よ
う
な
格
差
だ
▼
あ
る
本
で
、

こ
ん
な
文
章
を
目
に
し
た
。「
狂
気
に
満

ち
た
時
代
に
正
気
を
保
つ
こ
と
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
し
て
や
、
個
人
で

は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
空
気
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。後
で
冷
静

に
な
って
考
え
れ
ば
、何
故
あ
の
よ
う
な

流
れ
を
拒
否
で
き
な
か
っ
た
の
か
不
思

議
に
思
え
る
よ
う
な
流
行
病
に
侵
さ
れ

る
時
代
が
あ
る
。」▼
戦
前
回
帰
？
そ
ん

な
こ
と
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。高

い
支
持
率
を
背
景
に
、「
強
引
に
わ
が

道
を
進
む
」
現
政
権
に
た
い
し
て
警
戒

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。自
分
勝
手
な

正
義
を
押
し
つ
け
る

な
と
言
い
た
い
。

信
頼
で
き
る

リ
ー
ダ
ー
が
現

れ
る
こ
と
に
期

待
を
し
た
い
。

（
ま
だ
ま
だ
小
僧
）
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主
催
者
を
代
表
し
て
、五
十

嵐
美
知
義
連
合
鳥
取
会
長
は

「
職
場
を
原
点
に
着
実
な
運
動

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。説
得

力
の
あ
る
交
渉
を
し
て
成
果
を

得
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
な
い

限
り
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
は
な

い
。そ
う
い
っ
た
意
味
で
今
春

闘
は
労
働
組
合
の
力
量
が
試
さ

れ
、労
使
の
社
会
責
任
が
問
わ

れ
る
闘
い
に
な
る
。連
合
鳥
取

に
集
う
構
成
組
織
が
一
体
と
な

っ
て
今
春
闘
で
賃
金
の
引
き
上

げ
、特
に
、今
年
は
月
例
賃
金
の

引
き
上
げ
を
勝
ち
取
る
た
め
に

頑
張
り
あ
い
た
い
。」と
今
春
闘

に
か
け
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
講
演
で
は
、連
合

本
部
か
ら
安
永
貴
夫
副
事
務
局

長
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

「
２
０
１
４
春
季
生
活
闘
争
の

意
義
と
連
合
の
取
り
組
み
」と

題
し
、賃
金
・
所
得
の
現
状
、非

正
規
労
働
の
現
状
、春
闘
方
針

の
ポ
イ
ン
ト
と
、労
働
法
制
改
悪

へ
の
連
合
と
し
て
の
対
応
に
つ

い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、連
合
鳥
取
田
中
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

局
長
か
ら「
連
合
鳥
取
２
０
１
４

春
季
生
活
闘
争
方
針
・
具
体
的

な
取
り
組
み
」に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で

「
定
昇
・
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当

分
の
3
，8
0
0
円
を
確
保
し
た

う
え
で
、過
年
度
物
価
の
上
昇
・

生
産
性
向
上
分
な
ど
も
考
慮
し

て
１
％（
２
，２
０
０
円
）以
上
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
求
め
る
こ

と
」、ま
た「
必
要
に
応
じ
て
格

差
是
正
・
配
分
の
ゆ
が
み
の
是

正
分
を
１
％（
２
，２
０
０
円
）

も
求
め
る
こ
と
」と
す
る
。「
非

正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
向

け
て
時
給
に
し
て
30
円
を
目
安

に
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

こ
と
」、「
仕
事
と
生
活
を
調
和

さ
せ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
実
現
を
求
め
て
い
く
こ

と
」を
確
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
質
疑
応
答
に
入
り
、

「
労
働
法
制
改
悪
に
伴
う
県
内

で
の
行
動
は
？
」と
の
質
問
が

あ
り
、田
中
事
務
局
長
は「
４
月

５
日（
土
）に
３
０
０
人
規
模
で

の
鳥
取
県
集
会
開
催
を
計
画

中
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
の
後
、引
き
続
き
、山
田
連

合
鳥
取
副
事
務
局
長
が「
闘
争

開
始
宣
言（
案
）」を
力
強
く
提

案
し
、満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、

連
合
鳥
取
全
構
成
組
織
が
結
束

し「
闘
争
方
針
」に
沿
っ
て
闘
争

を
展
開
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

　

本
集
会
最
後
に
、五
十
嵐
会

長
の
音
頭
で
、今
次
春
闘
勝
利
に

向
け
参
加
者
全
員
で『
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
』を
行
い
、２
０
１
４

春
闘
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

境港市議会議員選挙結果

松本　熙（日教組） ９７９票（推薦）
柊　康弘（民主党） ７３６票（推薦）

当選
当選

　2月9日（日）、境港市議会議員選挙が実施され、連合鳥取が推薦した松本熙さん、
柊康弘さんは当選されました。
組合員のみなさまのご支援に
心より感謝いたします。

～働く者の使い捨ては許さない! 連帯の力で「安心社会」を切り拓こう!～

連合古賀会長が全都道府県に出向き、将来の労働運動を担う地域の若手組合
リーダー（青年委員会役員＆女性委員会役員）に向け、連合の活動や自身の労働
運動への思いを直接伝え、地域の若手組合リーダーが抱える課題や労働運動に
対する思いを吸い上げ、連合の活動に活かすための対話会を実施します。

今こそ賃上げ、デフレから脱却今こそ賃上げ、デフレから脱却今こそ賃上げ、デフレから脱却
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■2014春季生活闘争特集■ 2014春闘の
ポイント
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経営者団体との意見交換会

全国一斉労働相談ダイヤル

各地協  産別・単組代表者会議で確認

　2月5日（水）、対翠閣（鳥取市）で
2014春季生活闘争に関する「2014鳥
取県経営者協会・連合鳥取意見交換
会」を開催しました。 
　連合鳥取から五十嵐美知義会長、3
人の副会長他4人の役員が出席し、経
営者協会からは宮﨑正彦会長他7人
の各団体代表者が出席しました。 
　連合鳥取は、今次春闘での賃金引

上げなどについて説明を行い、労使双方が活発な意見を交わしました。五十嵐会長は「アベノミクスによる経済は全
体的に好循環で景気は上向いている。従業員の基本給を上げることで個人消費を伸ばし経済の活性化に繋げる必
要がある。」と述べました。それに対し、宮﨑会長は「安倍政権の経済政策は県内においてはまだおよんでいない。中
小零細はやっと赤字幅が減ってきているというのが実態である。」と発言があり、賃上げについては慎重な発言にと
どめました。

　連合は、民間・公務の職場を問わず、パート、契約社員、派遣社員、臨時・非常
勤職員など非正規雇用で働く労働者の雇用や処遇の問題に取り組むことが必要
であると考えています。 
　特に、年度末は有期契約労働者の解雇や雇い止めのトラブルが多いため、２月
５日（水）～７日（金）の３日間、各地方連合会が「全国一斉労働相談ダイヤル」を
実施し、全国で978件の相談が寄せられました。昨年同時期に実施した全国一斉
相談と比べると40～60才からの相談が増加しました。 
　連合鳥取も、東部・中部・西部地協の各事務所で相談体制を整え対応するとと
もに、この度はＮＨＫ鳥取放送局のローカルニュースでも紹介されたことから、
「解雇」「嫌がらせ」「サービス残業」などについて３日間で８件の相談電話がか
かってきました。 

①産別・単組の運動方針に３つの目標の取り組みを明記して
いる組織を、左の計画で進め、2020年までに100％をめざす。

②産別・単組で女性役員を選出している組織を2017年までに
50％とし、2020年までに100％をめざす。

③連合鳥取の役員・機関会議の女性参画率を、2020年までに
30％をめざす。

「連合鳥取第3次男女平等参画推進計画」①ご 存 知 で す か ？

◇ 3つの目標の達成度をはかるための「数値目標」
①運動方針に男女平等参画推進と3つの目標を明記している組織
2015年までに 2017年までに 2020年までに

②産別・単組における女性役員を選出している組織
2017年までに 2020年までに

③連合鳥取の執行委員・機関会議の女性参画率
2020年までに

2014春季生活闘争
職場点検活動のポイント

　2014春季生活闘争の周知・徹底を図ることを目的に、各地協で「産別・単組代表者会議」を開催し、全県で140人
（うち女性9人）の参加がありました。会議では、連合鳥取役員が「連合鳥取春闘方針」を説明するとともに、「3.7統一
行動2014春季生活闘争総決起集会」や「街宣活動」など具体的な取り組みについても、それぞれの地協役員が提案
し、参加者全体で確認をいただきました。

　東部地協では、推薦支持議員５人にも参加いただき、2014春季生活闘争方針についての理解を深めていただきま
した。
　中部地協では「倉吉市への政策・制度要求を提出（2014.2.5）」の報告や、「組織強化・拡大」「メーデー大会」など当
面の取り組みについても確認されました。参加者からは「単組でも労働法制改悪の動きについて学習しているが、よ
り広く知らしめるためにも中部での大衆行動（集会）を行ってほしい」と積極的な意見も出されました。あわせて、連
合鳥取推薦議員の５人からも日頃の活動報告をいただき、組合員との共通認識を図りました。
　また、西部地協では、「高年者雇用安定法と年金結合の問題点」についての学習会も行いました。

※詳しくは各地域協議会事務局までお問い合わせください。

連合のゆるキャラ
ユニオニオン
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経営者団体との意見交換会

全国一斉労働相談ダイヤル

各地協  産別・単組代表者会議で確認

　2月5日（水）、対翠閣（鳥取市）で
2014春季生活闘争に関する「2014鳥
取県経営者協会・連合鳥取意見交換
会」を開催しました。 
　連合鳥取から五十嵐美知義会長、3
人の副会長他4人の役員が出席し、経
営者協会からは宮﨑正彦会長他7人
の各団体代表者が出席しました。 
　連合鳥取は、今次春闘での賃金引

上げなどについて説明を行い、労使双方が活発な意見を交わしました。五十嵐会長は「アベノミクスによる経済は全
体的に好循環で景気は上向いている。従業員の基本給を上げることで個人消費を伸ばし経済の活性化に繋げる必
要がある。」と述べました。それに対し、宮﨑会長は「安倍政権の経済政策は県内においてはまだおよんでいない。中
小零細はやっと赤字幅が減ってきているというのが実態である。」と発言があり、賃上げについては慎重な発言にと
どめました。

　連合は、民間・公務の職場を問わず、パート、契約社員、派遣社員、臨時・非常
勤職員など非正規雇用で働く労働者の雇用や処遇の問題に取り組むことが必要
であると考えています。 
　特に、年度末は有期契約労働者の解雇や雇い止めのトラブルが多いため、２月
５日（水）～７日（金）の３日間、各地方連合会が「全国一斉労働相談ダイヤル」を
実施し、全国で978件の相談が寄せられました。昨年同時期に実施した全国一斉
相談と比べると40～60才からの相談が増加しました。 
　連合鳥取も、東部・中部・西部地協の各事務所で相談体制を整え対応するとと
もに、この度はＮＨＫ鳥取放送局のローカルニュースでも紹介されたことから、
「解雇」「嫌がらせ」「サービス残業」などについて３日間で８件の相談電話がか
かってきました。 

①産別・単組の運動方針に３つの目標の取り組みを明記して
いる組織を、左の計画で進め、2020年までに100％をめざす。

②産別・単組で女性役員を選出している組織を2017年までに
50％とし、2020年までに100％をめざす。

③連合鳥取の役員・機関会議の女性参画率を、2020年までに
30％をめざす。

「連合鳥取第3次男女平等参画推進計画」①ご 存 知 で す か ？

◇ 3つの目標の達成度をはかるための「数値目標」
①運動方針に男女平等参画推進と3つの目標を明記している組織
2015年までに 2017年までに 2020年までに

②産別・単組における女性役員を選出している組織
2017年までに 2020年までに

③連合鳥取の執行委員・機関会議の女性参画率
2020年までに

2014春季生活闘争
職場点検活動のポイント

　2014春季生活闘争の周知・徹底を図ることを目的に、各地協で「産別・単組代表者会議」を開催し、全県で140人
（うち女性9人）の参加がありました。会議では、連合鳥取役員が「連合鳥取春闘方針」を説明するとともに、「3.7統一
行動2014春季生活闘争総決起集会」や「街宣活動」など具体的な取り組みについても、それぞれの地協役員が提案
し、参加者全体で確認をいただきました。

　東部地協では、推薦支持議員５人にも参加いただき、2014春季生活闘争方針についての理解を深めていただきま
した。
　中部地協では「倉吉市への政策・制度要求を提出（2014.2.5）」の報告や、「組織強化・拡大」「メーデー大会」など当
面の取り組みについても確認されました。参加者からは「単組でも労働法制改悪の動きについて学習しているが、よ
り広く知らしめるためにも中部での大衆行動（集会）を行ってほしい」と積極的な意見も出されました。あわせて、連
合鳥取推薦議員の５人からも日頃の活動報告をいただき、組合員との共通認識を図りました。
　また、西部地協では、「高年者雇用安定法と年金結合の問題点」についての学習会も行いました。

※詳しくは各地域協議会事務局までお問い合わせください。

連合のゆるキャラ
ユニオニオン



　「3.8国際女性デー」は、1857
年3月8日にニューヨークで起きた
工場火災で、多くの女性たちが亡くなったことを
受け、3月8日に低賃金・長時間労働に抗議する集
会が開かれたことが起源です。
　その後、国連においてこの日は、「女性の権利と
平等のために闘う記念日」と位置付けられました。
　シンボルの「パン」は賃金・労働条件の向上、
「バラ」は女性の尊厳、人権の確保を表わしていま
す。この「パンとバラ」を掲げ、世界各国で様々な
行動が展開されています。

３.８国際女性デーとは

２０１4年3月１日

発行・日本労働組合総連合会鳥取県連合会
発行人・五十嵐美知義　編集人・米村 徹
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No.3
れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（４） No.3 ２０１４ 年 ３ 月 １ 日

米子市議会議員中田 利幸 米子市議会議員伊藤 ひろえ
　連合に結集する組合員のみなさんの日ごろの活動に
対し、心より敬意を表します。
　議員になって4期、この間、安心して働き、「元気」と
「優しさ」を感じる生活の実現を基本に据えて、都市機
能、教育・子育て、地元経済の活性化と雇用など取り組
んできました。
　議員活動以外にも様々な課題をもつ子どもたちとの
スポーツ・武道などの活動にも取り組んでいます。
　さて、議員として誰の立場の代表として課題に取り
組むか、そこが肝心だと思います。まさに、組織内議員
として、危険な国の動向に対し、地方から突き上げる事
が肝心です。何卒、
よろしくお願い申し
上げます。

　本年6月施行予定の米子市議会議員選挙にあたり、昨
年12月、連合鳥取より推薦決定をいただき心より感謝申し
上げます。
　米子市議選においては、子育て支援（保育料の軽減、待
機児童解消）、若者の安定雇用の促進を重点施策として闘
ってまいります。私はDV被害者支援、東北支援、ブナの植
林、中海浄化などの活動を行いながら多くのことを学ばせ
ていただきましたし、素敵な仲間との出会いが私の活力に
なっています。
　これからも、社会的弱者といわれる方々の立場や、市民
の目線に立って「安心して子どもを生み育てられる米子市」
をめざし精一杯の努
力をすることをお誓
いしメッセージといた
します。

　

や
っ
ぱ
り「
行
先
不
透
明
」

　

３
・
11
大
震
災
以
降「
絆
」が
大
切

に
さ
れ
て
き
た
。一方
で「
無
縁
」と
い
う

言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
貧
困

と
格
差
」
が
広
が
っ
た
▼
医
療
、
福
祉
、

教
育
な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ

た
っ
て
、
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

が
崩
れ
、格
差
が
生
れ
、拡
大
し
、貧
困

と
い
う
厳
し
い
現
実
が
取
り
巻
い
て
い

る
▼
格
差
と
貧
困
の
拡
大
を
自
己
責

任
だ
と
し
て
切
り
捨
て
て
、
官
と
民
、

正
規
と
非
正
規
、高
齢
者
と
若
年
層
な

ど
の
間
に
楔
（
く
さ
び
）
を
打
ち
こ
み
、

対
立
を
煽
っ
て
既
得
権
を
奪
い
、
恵
ま

れ
た
環
境
の
人
の
利
益
を
奪
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
わ
ば
下
に
向
か
っ
て
の
平
等

化
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
る
。貧
富
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
生
き
ら
れ

る
者
と
生
き
ら
れ
な
い
者
と
を
振
り
分

け
て
い
く
よ
う
な
格
差
だ
▼
あ
る
本
で
、

こ
ん
な
文
章
を
目
に
し
た
。「
狂
気
に
満

ち
た
時
代
に
正
気
を
保
つ
こ
と
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
し
て
や
、
個
人
で

は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
空
気
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。後
で
冷
静

に
な
って
考
え
れ
ば
、何
故
あ
の
よ
う
な

流
れ
を
拒
否
で
き
な
か
っ
た
の
か
不
思

議
に
思
え
る
よ
う
な
流
行
病
に
侵
さ
れ

る
時
代
が
あ
る
。」▼
戦
前
回
帰
？
そ
ん

な
こ
と
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。高

い
支
持
率
を
背
景
に
、「
強
引
に
わ
が

道
を
進
む
」
現
政
権
に
た
い
し
て
警
戒

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。自
分
勝
手
な

正
義
を
押
し
つ
け
る

な
と
言
い
た
い
。

信
頼
で
き
る

リ
ー
ダ
ー
が
現

れ
る
こ
と
に
期

待
を
し
た
い
。

（
ま
だ
ま
だ
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主
催
者
を
代
表
し
て
、五
十

嵐
美
知
義
連
合
鳥
取
会
長
は

「
職
場
を
原
点
に
着
実
な
運
動

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。説
得

力
の
あ
る
交
渉
を
し
て
成
果
を

得
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
な
い

限
り
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
は
な

い
。そ
う
い
っ
た
意
味
で
今
春

闘
は
労
働
組
合
の
力
量
が
試
さ

れ
、労
使
の
社
会
責
任
が
問
わ

れ
る
闘
い
に
な
る
。連
合
鳥
取

に
集
う
構
成
組
織
が
一
体
と
な

っ
て
今
春
闘
で
賃
金
の
引
き
上

げ
、特
に
、今
年
は
月
例
賃
金
の

引
き
上
げ
を
勝
ち
取
る
た
め
に

頑
張
り
あ
い
た
い
。」と
今
春
闘

に
か
け
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
講
演
で
は
、連
合

本
部
か
ら
安
永
貴
夫
副
事
務
局

長
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

「
２
０
１
４
春
季
生
活
闘
争
の

意
義
と
連
合
の
取
り
組
み
」と

題
し
、賃
金
・
所
得
の
現
状
、非

正
規
労
働
の
現
状
、春
闘
方
針

の
ポ
イ
ン
ト
と
、労
働
法
制
改
悪

へ
の
連
合
と
し
て
の
対
応
に
つ

い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、連
合
鳥
取
田
中
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

局
長
か
ら「
連
合
鳥
取
２
０
１
４

春
季
生
活
闘
争
方
針
・
具
体
的

な
取
り
組
み
」に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で

「
定
昇
・
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当

分
の
3
，8
0
0
円
を
確
保
し
た

う
え
で
、過
年
度
物
価
の
上
昇
・

生
産
性
向
上
分
な
ど
も
考
慮
し

て
１
％（
２
，２
０
０
円
）以
上
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
求
め
る
こ

と
」、ま
た「
必
要
に
応
じ
て
格

差
是
正
・
配
分
の
ゆ
が
み
の
是

正
分
を
１
％（
２
，２
０
０
円
）

も
求
め
る
こ
と
」と
す
る
。「
非

正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
向

け
て
時
給
に
し
て
30
円
を
目
安

に
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

こ
と
」、「
仕
事
と
生
活
を
調
和

さ
せ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
実
現
を
求
め
て
い
く
こ

と
」を
確
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
質
疑
応
答
に
入
り
、

「
労
働
法
制
改
悪
に
伴
う
県
内

で
の
行
動
は
？
」と
の
質
問
が

あ
り
、田
中
事
務
局
長
は「
４
月

５
日（
土
）に
３
０
０
人
規
模
で

の
鳥
取
県
集
会
開
催
を
計
画

中
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
の
後
、引
き
続
き
、山
田
連

合
鳥
取
副
事
務
局
長
が「
闘
争

開
始
宣
言（
案
）」を
力
強
く
提

案
し
、満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、

連
合
鳥
取
全
構
成
組
織
が
結
束

し「
闘
争
方
針
」に
沿
っ
て
闘
争

を
展
開
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

　

本
集
会
最
後
に
、五
十
嵐
会

長
の
音
頭
で
、今
次
春
闘
勝
利
に

向
け
参
加
者
全
員
で『
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
』を
行
い
、２
０
１
４

春
闘
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

境港市議会議員選挙結果

松本　熙（日教組） ９７９票（推薦）
柊　康弘（民主党） ７３６票（推薦）

当選
当選

　2月9日（日）、境港市議会議員選挙が実施され、連合鳥取が推薦した松本熙さん、
柊康弘さんは当選されました。
組合員のみなさまのご支援に
心より感謝いたします。

～働く者の使い捨ては許さない! 連帯の力で「安心社会」を切り拓こう!～

連合古賀会長が全都道府県に出向き、将来の労働運動を担う地域の若手組合
リーダー（青年委員会役員＆女性委員会役員）に向け、連合の活動や自身の労働
運動への思いを直接伝え、地域の若手組合リーダーが抱える課題や労働運動に
対する思いを吸い上げ、連合の活動に活かすための対話会を実施します。

今こそ賃上げ、デフレから脱却今こそ賃上げ、デフレから脱却今こそ賃上げ、デフレから脱却
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